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広
が
る
市
民
的
共
同

2016年度診療報酬改定

④

狙いと　
　本質

い
る
。
被
災
者
に
も
負
担
を

強
い
る
消
費
税
増
税
は
絶
対

に
中
止
に
追
い
込
み
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

戦
争
法
廃
止
署
名
１
６
４

７
筆
を
清
水
・
宮
本
両
議
員

に
、「
保
険
で
良
い
歯
科
」

署
名
４
５
８
筆
を
辰
巳
議
員

に
託
し
た
。

　

院
内
集
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

阻
止
国
民
会
議
代
表
世
話

人
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
阻
止
・
違

憲
訴
訟
の
会
会
長
で
前
日
本

医
師
会
会
長
の
原
中
勝
征
氏

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
。
保
団
連

会
長
の
住
江
憲
勇
氏
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
医
療
に
も
た
ら
す
問

題
点
を
説
明
し
た
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
植
草
一

秀
氏
が
講
演
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
多

国
籍
企
業
の
利
益
極
大
化
を

目
標
に
す
る
枠
組
み
で
あ

り
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
に
よ
っ

て
日
本
は
、
対
外
的
な
独
立

性
、
意
思
決
定
権
の
両
面
か

ら
主
権
を
喪
失
す
る
と
指
摘

し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
い
の
ち
と
健
康
、

暮
ら
し
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま

う
」
と
訴
え
た
。

 

（
堺
市
・
平
野
権
栄
）

こ
と
、
議
会
で
３
会
派
が
代

表
質
問
で
取
り
上
げ
た
こ
と

―
―
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

16
年
度
方
針
の
柱
と
し

て
、
①
周
術
期
医
療
の
向
上

へ
病
・
診
連
携
の
講
習
会
を

シ
リ
ー
ズ
化
、
②
地
区
内
の

交
流
企
画
に
取
り
組
む
―
―

こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
塩
井
孝

氏
（
松
原
市
開
業
）
が
「
松

原
市
に
お
け
る
周
術
期
口
腔

ケ
ア
を
主
と
し
た
他
職
種
連

携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
18
人
が

参
加
し
た
。

科
連
携
、
▽
地
域
住
民
の
健

康
を
ま
も
り
医
院
の
活
性
化

へ
向
け
た
住
民
健
診
・
健
康

教
室
、
▽
「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
」
と
「
口
腔
保
健
条

例
」
の
採
択
運
動
―
―
な
ど

を
確
認
。

　

総
会
後
は
、
新
点
数
説
明

会
を
開
き
、
安
積
中
氏
と
水

野
順
氏
が
講
師
を
務
め
、
67

人
が
参
加
し
た
。

健
診
４
回
（
受
診
者
計
３
２

３
人
）・
健
康
教
室
２
回
、

講
習
会
３
回
を
開
催
、
９
月

の
東
大
阪
市
長
選
挙
で
、
政

策
協
定
を
結
ん
で
推
薦
し
た

浜
正
幸
氏
を
支
援
し
た
こ
と

な
ど
を
報
告
。

　

活
動
方
針
で
は
、
▽
地
区

会
員
間
の
交
流
、
▽
医
科
歯

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
４
月
９
日
、
八
尾
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
）
で

総
会
と
新
点
数
説
明
会
を
開

い
た
。
総
会
で
は
、
15
年
度

活
動
の
ま
と
め
と
16
年
度
方

針
、
15
年
度
決
算
と
16
年
度

予
算
を
承
認
し
た
。

　

活
動
の
ま
と
め
で
、
住
民

　

南
河
内
地
区
は
４
月
３

日
、
総
会
と
記
念
講
演
を
保

険
医
会
館
で
開
い
た
。
15
年

度
の
活
動
で
は
、
富
田
林
市

の
子
ど
も
医
療
費
助
成
年
齢

を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
を
求

　

協
会
の
２
０
１
５
年
度
各
地
区
の
総
会
が
４
月
９
日
の
東

大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
を
最
後
に
、
す
べ
て
終
わ
っ
た
。

め
る
住
民
署
名
に
取
り
組

み
、同
市
の
15
会
員（
協
力
率

35
・
７
％
）
か
ら
１
２
８
９

筆
、
医
科
協
会
な
ど
と
合
わ

せ
３
４
０
７
筆
を
集
約
し
、

多
田
利
喜
市
長
と
懇
談
し
た

院
で
継
続
審
議
と
し
、
秋
の

臨
時
国
会
で
成
立
を
狙
っ
て

い
る
。
医
薬
品
の
保
険
適
用

や
価
格
の
決
定
、
営
利
企
業

の
参
入
な
ど
医
療
へ
の
影
響

も
大
き
い
。
情
報
開
示
も
国

会
で
の
審
議
も
不
十
分
な
ま

ま
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
」
と
強
調
。

　

清
水
議
員
は
、「（
消
費
税

増
税
に
つ
い
て
）
安
倍
首
相

は
、
熊
本
の
震
災
は
大
災
害

で
は
な
い
た
め
、
消
費
税
増

税
中
止
は
行
わ
な
い
と
し
て

熊
本
震
災
被
災
医
療
機
関
の

再
興
の
補
助
要
求
―
―
の
５

項
目
を
要
望
。
共
産
党
の
清

水
忠
史
、
宮
本
岳
志
両
衆
院

議
員
、
共
産
党
の
辰
巳
孝
太

郎
、
山
下
芳
生
両
参
院
議
員

と
面
談
し
た
。

　

宮
本
議
員
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

今
国
会
で
見
送
っ
て
も
、
衆

報
酬
改
定
に
対
す
る
不
合
理

是
正
の
要
求
④
熊
本
震
災
被

災
者
の
医
療
費
補
助
要
求
⑤

　

要
請
行
動
で
は
、
①
Ｔ
Ｐ

Ｐ
批
准
阻
止
②
患
者
負
担
増

計
画
の
具
体
化
阻
止
③
診
療

　

世
界
で
一
番
、
企
業
が
活

躍
し
や
す
い
国
を
め
ざ
し
た

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら
し

た
の
は
、
貧
富
の
格
差
の
拡

大
だ
。
格
差
と
貧
困
が
広
が

る
な
か
で
、
安
倍
政
権
は
社

会
保
障
費
抑
制
を
進
め
て
い

る
。

　

憲
法
は
、
す
べ
て
の
国
民

に
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」

を
保
障
す
る
こ
と
を
要
請
し

て
い
る
。
格
差
を
た
だ
し
、

公
正
な
経
済
を
確
立
す
る
こ

と
が
急
務
だ
。

軍
事
費
か
ら

暮
ら
し
優
先
へ

　

財
政
再
建
の
基
本
は
、
税

金
を
「
負
担
能
力
に
応
じ

て
」
課
税
す
る
と
い
う
原
則

に
立
つ
こ
と
だ
。
低
所
得
者

に
重
く
の
し
か
か
る
消
費
税

増
税
で
は
な
く
、
富
裕
層
や

大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
課

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
税
金
の
使
い
道

を
変
え
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
軍
事
費
や
不
要
不
急
な

大
型
開
発
を
見
直
し
、
社
会

保
障
を
始
め
と
す
る
暮
ら
し

最
優
先
へ
転
換
す
る
こ
と

だ
。

倍
政
権
は
憲
法
を
破
壊
し
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
ふ
み

だ
し
た
。
憲
法
９
条
改
定
を

目
的
と
し
た
明
文
改
憲
の
野

望
を
む
き
出
し
に
し
て
い

る
。同
時
に
、安
保
関
連
法
に

反
対
す
る
戦
後
か
つ
て
な
い

新
し
い
市
民
運
動
、
国
民
運

動
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
の
辺
野
古
へ
の
基
地

移
設
問
題
や
原
発
ゼ
ロ
を
求

め
る
た
た
か
い
、
大
阪
都
構

想
に
反
対
す
る
共
闘
の
広
が

り
な
ど
、
市
民
的
共
同
が
日

本
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
。

協
会
は
、「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
」
の
実
現
を
始
め
、

社
会
保
障
改
悪
に
反
対
し
、

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
運
動

の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。

　

独
裁
政
治
と
戦
争
国
家
へ

の
流
れ
を
許
す
の
か
、
立
憲

主
義
・
民
主
主
義
・
平
和
主

義
を
擁
護
す
る
政
治
を
築
く

の
か
、
岐
路
に
立
っ
て
い

る
。
７
月
の
参
議
院
選
挙

は
、
こ
の
二
つ
の
国
民
的
選

択
が
問
わ
れ
る
選
挙
と
な

る
。 

（
お
わ
り
）

　

そ
し
て
、
国
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
、

働
き
方
を
変
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
サ
ー
ビ
ス
残
業

や
、
低
賃
金
の
非
正
規
雇

用
の
広
が
り
を
許
さ
な
い

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
だ
。

問
わ
れ
る

参
院
選

　

戦
争
法
を
強
行
し
た
安

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
批
准
な
ど
を
止
め
さ

せ
よ
う
と
４
月
21
日
、
協
会
・
保
団
連
は
国
会
要
請
行
動

を
行
い
、
92
人
が
参
加
。
大
阪
歯
科
か
ら
は
役
員
・
事
務

局
員
15
人
が
参
加
し
、
地
元
選
出
議
員
と
懇
談
し
た
。

 

⬇
要
請
議
員
一
覧
③
面

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
さ
せ
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
さ
せ
な
い

国
会
要
請
で
地
元
４
議
員
と
懇
談

歯
科
・
医
科
合
同
で
街
宣

戦争法廃止へ　難波・髙島屋前

　戦争法廃止を求める2000万署名達成へ向けて、協会は４月
19日、医科協会と合同し、なんば髙島屋前で街頭宣伝を行っ
た（写真）。小山理事・相談役、江原、段野各理事と事務局
員が参加し、マイクで訴えながら、署名協力を呼びかけた。

全
地
区
で
総
会
終
わ
る

子
ど
も
医
療
費
で
署
名

歯
科
健
診
旺
盛
に
開
催

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

南
河
内
地
区

上
：
宮
本
議
員
（
左
端
）、

中
： 
清
水
議
員

　
　

（
左
か
ら
４
人
目
）、

下
：
辰
巳
議
員
（
左
端
）

＝
４
月
21
日
、
国
会
会
館

講
演
す
る
塩
井
氏


